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プールの海

　平成28年度の“みやかん”の表紙には、「2015仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

山崎　蒼葉さん
（仙台市立吉成小学校１年生）
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優良事業所表彰

平成28年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催
～本年度安全スローガンを採択～

渡辺理事長

　６月28日（火）、当組合３階研修室において、平成28年度宮城県
管工業協同組合安全大会を開催したところ、組合員従業員等108
名が参加した。この安全大会は、特に専門工事業者として自主的
な安全衛生管理の向上に努め、労働災害防止の一層の推進を図る
ことを目的に開催したものである。
　千葉総務課長の司会で開会し、業界関係の物故された方々に対
して黙祷を捧げた後、渡辺理事長から「今年４月に熊本県で直下
型の大地震が発生したが、東日本大震災時のことが鮮明に思い返
されたことと思う。私たちは即座に熊本市内水道施設の応急復旧
に出向き、また、義援金を募ったところ沢山の浄財をお寄せ頂い
た。厚く御礼申し上げる。今年に入ってからも死亡災害が発生す
るなど、痛ましい労災事故が続いているが、本日の講話、研修、
事例発表を参考にして、自社の安全管理活動に役立てて頂きた
い。」と挨拶があり、続いて来賓を代表して、仙台労働基準監督
署の菅原武副署長から「日頃から熱心に労働災害の防止に取り組
んで頂き感謝申し上げる。東日本大震災から５年余りが経過し、
震災後に急増した労災は着実に減少しているが、震災前に比べる
と依然として多く、今年に入ってからも重大事故が発生している。

仙台労働基準監督署　菅原副署長

“急がば回れ”の言葉どおり、どのような状況下においても、基本に忠実、確実な施工をお願いしたい。」
と祝辞を頂いた。
　来賓紹介の後、安全表彰が行われ、渡辺理事長から優良事業所１社と優良職長２名に対して表彰状
と記念品が授与された。また、安全標語の入賞者５名が紹介され、菅原雅美総務・厚生委員長より、
受賞者に賞状と記念品が授与された。
　続いて優良職長表彰を受賞した千葉純哉氏（中央管工業㈱）が参加者を代表して「安全の誓い」を
読み上げた後、安全スローガンの採択に移り、平成28年度組合安全スローガンとして『推進させよう
ゼロ災運動　大きく広げよう安全の輪』が採択され、全員で唱和した。

安全大会の様子
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　次に、仙台労働基準監督署の菅原副署長から、『建設工事における労働災害防止』と題した安全講
話を頂いた。菅原氏は、はじめに労働災害が平成25年以降減少しているものの、東日本大震災前と比
較すると未だに多い現状と、建設業の死亡災害の増加を踏まえた宮城労働局からの緊急要請について
説明があった。また、災害事例が紹介され、重機災害においてシートベルトを着用していたため難を
逃れたケースや、鉄筋にカバーを掛けていたため軽傷で済んだケースなど、日頃取り組んでいる安全
対策により幸いにも重大事故に至らなかった事例が紹介され「安全対策は必ず役に立つという確信を

持って取り組んで頂きたい。」と話された。続いて、労災の２割
を占める転倒災害について、「高齢になればなるほど、転倒が増
える。整理整頓、段差の解消、履き物をきちんと履く、危険箇所
の表示等、当たり前の取り組みを大切にして欲しい。」と述べら
れた。また、「これからの季節は年齢に関係なく、常に熱中症の
危険があるので注意して欲しい。」と喚起された。なお、過重労
働が労働災害を引き起こしている事例もあるので、ご自身を含め、
労働時間の管理に配慮して欲しいとまとめられた。
　続いて、仙台市ガス局の阿部保安管理係長から、『敷地内にお

けるガス管の損傷防止について』と題した安全研修が行われた。はじめに、「ガス管の損傷は大事故
につながる恐れがある。損傷件数ゼロを目指して、ご協力をお願いしたい。」と話され、ガス管損傷
防止について分かりやすくまとめたＤＶＤ（一般社団法人日本ガス協会）が上映された。その後、阿
部氏は、ガス管損傷防止のためには、①ガス管位置を確認すること、②工事範囲からガス管を取り除
くこと、③工事関係者全員で情報を共有することがポイントであると説明された。なお、ガス局では、
不明な点はすぐに問い合わせ〔℡（敷地内）292-7682・（道路上）292-7685〕て欲しいこと、万が一ガ
ス管を損傷した際には至急連絡〔℡292-6663〕を頂きたいとのことであった。
　次いで、本山振興㈱設備水道事業部部長の佐藤憲一氏と㈱松清
産業工事課長の福原誠氏より、自社の安全活動について事例発表
が行われた。
　佐藤氏は、“危険度ゼロへの挑戦”という目標を掲げて取り組
んでいる自社の安全活動事例の説明、また「ルールは、物事を安
全に進めるために出来た約束。守らなければならないものではな
く、自分を守るものと考えれば、ルールを守ることが出来るので
ないか」と述べられ、安全を実現するために一人ひとりがお手本
となることが大事であるとまとめられた。
　福原氏は、自社において“人は誰でも間違える”ということを
前提に、ＫＹ活動、安全衛生教育、季節に応じた健康管理、パト
ロールの実施等に取り組んでいること、さらに、危険作業は必ず
二人一組で声をかけ合って行っていること等、一人ひとりが徹底
して行っている安全対策の具体的な事例について発表された。
　最後に、渡辺好啓総務・厚生副委員長から「今回の安全標語に
は280点の応募を頂いた。各社が安全に取り組んでいることは素
晴らしいことであり、これからもリスクアセスメントを実施して、
安全の輪を広げてほしい。」と挨拶があり、大会は盛会のうちに
終了した。

仙台市ガス局　阿部係長

本山振興㈱　佐藤部長

㈱松清産業　福原課長

【来　賓】（以下、敬称略）
　　仙台労働基準監督署　　　　　　　　　菅原　　武　副署長
　　仙台市建設局下水道経営部業務課　　　石垣　堅志　主幹兼排水設備係長
　　仙台市水道局給水部給水装置課　　　　天間　智哉　設備指導係長
　　仙台市ガス局製造供給部保安センター　阿部　正市　保安管理係長

【優良事業所表彰】　　株式会社 馬渕工業所

【優良職長表彰】　　　千葉　純哉（中央管工業㈱）
　　　　　　　　　　　渡邉　裕介（渡辺建設工業㈱）

【安全標語】
　　最優秀賞『気をつけろ　慣れと油断が命取り　初心に戻って指差し確認』　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　英樹（㈱羽根川設備工事）

　　優 秀 賞『一日の仕事始めの危険予知　安全作業の道しるべ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　良宏（㈱相澤設備）

　　入　　賞『毎日の基本動作と危険予知　今日も続けるゼロ災害』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨田　政彦（中央管工業㈱）

　　入　　賞『危ないと　言える勇気が事故防ぐ　それが誰でも　どんなときでも』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦　勝也（中央管工業㈱）　　　　

　　入　　賞『事故事例　学んで活かす　安全作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　智得（日比谷総合設備㈱東北支店）

平成28年度宮管安全スローガン 

『推進させようゼロ災運動　大きく広げよう安全の輪』

安全の誓い
　平成27年の県内建設業における労働災害の発生状況は、休業４日以上の被災者数が
372名と前年（402名）に比べて減少、また死亡災害についても５名と、前年の７名に対
して減少しました。                                                               
　このことは、建設業界が一丸となって労働災害の防止に取り組んだ成果でありますが、
この結果に満足することなく、今後も「安全は全てに優先する」ということを念頭に、
安全の大切さを深く浸透させる努力を続けていくことが大事であります。
　私ども建設業界は、震災等の影響によって現場での人手不足が常態化し、過重労働に
よる健康被害や安全意識の低下が懸念されておりますが、このような時こそ安全第一と
いう強い信念の下に、安全に安心して仕事に打ち込むことのできる職場環境を構築して
いかなければなりません。                                                   　　
　私たちは、平成28年度全国安全週間のスローガンである『見えますか？あなたのまわ
りの　見えない危険　みんなで見つける　安全管理』のもとに全員が連携して安全衛生
水準の一層の向上を目指すとともに、宮城労働局が主唱する「みやぎ復旧・復興工事ゼ
ロ災運動」に歩調を合わせ、業界全体で労働災害の防止に努めて参ることを誓います。
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みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動（第２ステージ）
〔第５次運動期間：平成28年４月１日～平成29年３月31日〕

〔運動スローガン〕
高めよう安全意識　加速させよう復旧・復興

達成しようゼロ災害

お知らせ①
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お知らせ②
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㈱宮城県管工事会館第43期定時株主総会開催

内海社長

　６月23日（木）、仙台市青葉区の宮城県管工事会館９階大会議室
において、㈱宮城県管工事会館第43期定時株主総会が開催され、
株主等21名が出席した。
　午後２時、司会の赤間勇一郎取締役（当組合理事）から、総会
が適法に成立していることが報告され、内海透代表取締役社長（当
組合副理事長）から、「会館は建設後43年が経過し、これから様々
な修繕工事が発生すると思われるが、修繕と管理を徹底し、長く
維持していきたい。昨年度に引き続き厳しい状況が続くと思うが、
役職員一丸となって努力していくので、何卒ご理解を賜りたい。」

との挨拶があった。
　続いて、定款に基づき内海社長が議長に就任して議事が進められ、第１号議案から第３号議案まで、
全て原案どおり承認可決された。
　次いで、即日開催された取締役会において、第44期代表取締役社長に内海透氏が再選された。
　なお、総会提出議案は次のとおり。

　第１号議案　事業報告及び貸借対照表並びに損益計算書の報告
　第２号議案　取締役選任の件
　第３号議案　役員報酬決定の件

第44期取締役（敬称略）
　　代表取締役社長（再任）　内　海　　　透（㈲内海工業所）
　　取 締 役 副 社 長（ 同 ）　 小　林　照　和（㈱興盛工業所）
　　取　　締　　役（ 同 ）　 佐　竹　毅　彦（㈱金華工業商会）
　　　　　同　　　（ 同 ）　 菅　原　雅　美（㈱同和設備工業所） 
　　　　　同　　　（ 同 ）　 赤　間　勇一郎（㈱赤間総業）

総会の様子

お知らせ③

  来る８月27日（土）午前10時から、仙台市宮城野
区のサンフェスタ（卸町会館）において、組合員
の皆さま方を対象とした宮管・管工事機材展示会
を実施致します。
　７月初旬から資材部の営業担当が右記のチラシ
をお配りさせて頂いておりますが、ご覧下さいま
したでしょうか？

　今回はこの展示会を記念して機材の特売セール
を実施致します。
　各メーカーとも特価品を準備しておりますの
で、是非この機会にご利用下さいますようご案内
申し上げます。

　・展示会開催日時
　　平成28年８月27日（土） 
　　　午前10時～午後５時まで

　・特売セール期間
　　平成28年７月11日（月）～８月31日（水） 

　・対象商品
　　管材・機器・工具類・家電製品・保安用品等

※詳しくは各担当までお問い合わせ下さい。

宮管・管工事機材展示会の開催について

陸上自衛隊正門前 
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お宝在庫の処分市も
企画しているから皆で来てね !!
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仙台市技能職団体連絡協議会平成28年度優秀技能者表彰受賞

　６月13日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザで開催された
仙台市技能職団体連絡協議会（以下、「仙技連」という。）平成28
年度通常総会の前段において、平成28年度優秀技能者表彰式が挙
行され、19職種33名が表彰された。
　この表彰は、毎年、仙技連を構成する団体の組合員で、経験15
年以上を有し、他の模範と認められた方を対象に実施している。
　「配管職」部門としては、当組合から推薦した行

なめ

澤
ざわ

宏司氏（渡
辺建設工業㈱）が受賞した。
　誠におめでとうございます。

行澤宏司氏

総会の様子

全国管工事業協同組合連合会　平成28年度スローガン

　７月13日（水）、大阪府大阪市において全国管工事業協同組合連合会の第56回通常総会と全国大会が
開催され、平成28年度スローガンが次のとおり決議されました。 

１．優れた技術技能の継承で次世代の担い手を育成しよう

１．指定店更新制度を実現し、地域住民に信頼される工事店を目指そう

１．緊急時には命の水を守る専門家集団として地域の期待に応えよう

一般社団法人日本空調衛生工事業協会　平成28年度スローガン

　５月24日（火）、東京都において一般社団法人日本空調衛生工事業協会の第68回通常総会が開催され、
平成28年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．法令の遵守と企業の社会的責任を果たす事業運営を徹底しよう

２．省エネルギー及び省CO２に積極的に取り組み、低炭素社会づくりを
通じて地球環境の保全を推進しよう

３．未来を担う技術者・技能者の確保・育成と、業界の地位向上に努め
よう

４．適正な価格・工期での受注を推進し、品質・安全と適正な施工体制
の確保に努めよう

５．空調衛生設備の重要性と「直接発注（分離発注）」を強くアピール
し、「機械設備一式工事」又は「空調衛生工事」の実現を目指そう
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青年部コーナー

平成28年度通常総会を開催して

郷古会長

総会の様子

副会長　大泉　雄介（㈱北栄工業所）

　６月11日（土）午後４時より、ホテルグランテラス仙台国分町
において青年部の平成28年度通常総会を開催しました。
　総会には32名（全会員数36名）が出席し、第１号議案の平成27
年度事業報告並びに収支決算承認の件、第２号議案の平成28年度
事業計画案並びに予算案審議の件の両案が原案どおり承認されま
した。
　また今年度は、第３号議案として役員改選の件があり、選考委
員の指名を受けた佐藤敏昭委員長（仙興設備㈱）以下４名の委員

によって新任３名を含む10名が選出され、全会一致で承認されたことから、即時役員会を開催し、次
のとおり新体制が発足いたしました。

　会　　長　　郷古　孝雄（㈲藤英工業）
　副 会 長　　大泉　雄介（㈱北栄工業所）
   同 　　扇　　俊介（藤倉設備工業㈱）
　代表幹事　　本山　泰督（本山振興㈱）
　幹　　事　　大友　　進（東水工業㈱）
　 同 　　菅井　孝司（東北大進設備㈱）
　 同 　　佐藤　　健（佐静建設㈱）
　 同 　　阿部　良邦（㈱伊藤工業所）
　 同 　　三浦　　修（㈱三浦組）
　監　　査　　小野　修司（全栄興業㈱）

　総会後の懇親会では、渡辺理事長をはじめ、17名のご来賓の方にご臨席を頂きました。郷古孝雄会
長（㈲藤英工業）より、「景気が徐々に下降していく中で、情報を共有し合って仲間として頑張って
いきましょう。」と青年部らしい挨拶がありました。
　そして、ご来賓を代表しての渡辺理事長の祝辞では、「あなたにとって宝物は何ですか」と問いか
けられ、心に響く言葉を頂戴致しました。詳しくは次頁をご覧下さい。
　内海副理事長の発声で乾杯した後は、ご来賓の方々と青年部会員とで、とても楽しい時間が過ごせ
ました。青年部の懇親会ということで普段よりも親密にお酒を酌み交わすことができました。皆様、
いつもより時間が短く感じられたことと思います。
　閉会にあたり、先日、自社の代表取締役社長に就任した扇俊介副会長（藤倉設備工業㈱）より、「親
組合の皆様、青年部ＯＢの皆様、そして組合職員の皆様、温かいご支援を引き続きお願いします。」
との中締めの挨拶があり、懇親会の幕を閉じました。
　今後の青年部と致しましては、会員数の減少や景気の動向など過渡期に差し掛かっていると思いま
す。若い世代の会として柔軟な発想をもって諸問題に取り組みつつも、郷古体制のもと相互の交流を
深めて楽しい青年部にしていきたいと思います。

※渡辺理事長の祝辞
 
　ご指名を頂きましたので宮管組合を代表して、一言ご挨拶を申し上げます。
　青年部の皆様には、日頃から組合の諸事業にご理解とご協力を頂きまして、ありがとうご
ざいます。また新役員が選出されたとのこと、おめでとうございます。役員になられた方に
は、いろいろとご負担をおかけします。
　また、過日行われた宮管組合の総会の際には、私共も改選期に当たっておりましたので、
青年部の皆さんに特段のご協力をお願い致しました。その訳は、私、組合運営に携わってい
て思いますのは、来春の総会時に予定しております70周年記念式典を執り行うにあたりまし
ては、長い間共に苦労してきた今までの役員の皆さんと一緒に祝い、喜びを分かち合いたかっ
たからであります。お陰様で全員、一人も欠けることなく当選させて頂きました。このこと
につきまして、高い席からで恐縮ですが、宮管役員を代表して厚く御礼を申し上げる次第で
ございます。
　さて、皆さんの総会後の懇親会に相応しいかどうか分かりませんが、日頃感じていること
を１つお話をさせて頂きます。
　街を歩いていると、時折、生まれたばかりの赤ちゃんを“スリング”で抱っこした若いお
母さんを見かけます。もし、そのお母さんに「あなたの宝物は何ですか？」と尋ねたとした
ら、勿論「私の赤ちゃんです。」と答えるでしょう。
　社会人になる前の子を持つお父さんに「あなたの宝物は何ですか？」と聞けば、それは「家
族です。」と言うでしょう。
 　今日ご出席の青年部会員の皆さんのほとんどは会社経営者ですから、「あなた方の宝物は
何ですか？」と問えば、全員が「我が社です。」と返してくれるはずです。間違っても、「青
年部の役員になることです。」とは言わないでしょう。
　宮管組合の役員も青年部の役員も、あくまでボランティアの一環であって、会社経営の本
分ではありません。本分は、しっかりとした会社の経営をすることにあります。会社を盤石
なものに作り上げなくては本当の幸せはありません。どうか青年部会員の皆さんは、経営者
としての本分を忘れず務められますことをご期待し、挨拶に代えさせて頂きます。
　本日は、おめでとうございます。
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仙台と言えば… 「仙台クラシックフェスティバル」

※�無料で開催される地下鉄駅コンサートや街角コンサートのプログラムは８月下旬以降
に決定するそうです。詳しくは、「せんくら」ホームページ（http://sencla.com/）等
をご覧下さい。

��〔地下鉄駅コンサート日程〕
　９月24日（土）・25日（日）
　　　仙台市営地下鉄南北線�仙台駅�

　10月１日（土）・２日（日）
　　　仙台市営地下鉄南北線�仙台駅・旭ヶ丘駅

　仙台市では、毎年10月頃に、クラシック音楽の普及と聴衆の拡大を目的に、「仙台クラシックフェ
スティバル」が開催されています。音楽を介した様々な交流を促進するイベントとして、「せんくら」
の愛称で市民に親しまれ、仙台の秋の風物詩として定着しています。

□「せんくら」の歴史
　“誰でも気軽に楽しめる音楽フェスティバル”として平成18（2006）年に始まり、今年で11回目を
迎えます。仙台市内の会場、地下鉄の駅がクラシック音楽に溢れる３日間。好きな音楽を追いかけて
公演をはしごしたり、買い物のついでに演奏を聴いてみたり、小さな子供と一緒に音楽に浸ったりと、
ライフスタイルに合わせて楽しむことができます。
　仙台には、仙台フィルハーモニー管弦楽団をはじめ、音楽活動を展開する多くの団体、これらを支
援する多くの市民ボランティアなどが存在しています。また、３年毎に仙台国際音楽コンクールも開
催され、これまで多くの音楽的財産が育まれてきました。音楽を都市の魅力や活力の創出に繋げよう
とする「楽都」としての取り組みは、内外から高い評価を得ています。

□特徴
　１公演45分～ 60分と短く、朝から晩まで様々なコンサートがありますので、自分の都合に合わせ
て楽しむことが出来ます。また、普段のコンサートでは長いと感じている方も、クラシックコンサー
トが初めての方も、敷居が高そうと敬遠されていた方も、気軽にお楽しみ頂けます。しかも、１公演
1,000円～ 2,000円と大変リーズナブルなので、この点も好評を得ています。
　また、施設のホールのみならず、地下鉄の駅や市街地のオープンスペース等、街の至る所が会場と
なって公演が行われます。今年は、９月30日（金）、10月１日（土）、10月２日（日）の３日間で、400人
を超えるアーティスト64組の87公演が行われます。０歳児から入場できるコンサートから、じっくり
聴くコンサートまであって、どこかで聴いたことのある名曲を交えた多種多様なプログラムにより、
誰もが気軽にクラシック音楽を楽しむことができるよう工夫されていますので、今から予定に入れて
いただき、是非、音楽を味わって頂きたいと思います。

Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

 「白バイ」は「赤バイ」だった
　今から80年前の昭和11（1936）年８月１日に「白バイ」が誕生しました。
　それまで、警察のオートバイは、車体が赤く塗られ「赤バイ」（大正７年１月に警視庁で誕生）と
呼ばれていました。その「赤バイ」の色が白く塗りかえられて、32台の「白バイ」が誕生しました。
　現在、「白バイ」は法律により緊急自動車とされ、色は「白」と定められていますが、車体を白く
した理由は、アメリカやヨーロッパに倣い、非常に目立つ色であるためと言われています。また、白
は平和を象徴する色で、白バイ隊員は交通事故のない、安全で快適な交通社会をつくるために活動す
る「清潔」という意味で白にしたとも言われています。
　また、パトカーが白と黒である理由は、日本の自動車の多くが白く、パトカーも白一色だと一般自
動車と見分けがつかないので、目立つように車体の下半分を反対色の黒に塗ったのが、始まりだそう
です。そして、昭和30（1955）年に全国的に統一されました。
  なお、現在、宮城県警察には、白バイ50台、ミニパトを含めてパトカー約350台、ヘリコプター２機、
警察用船舶１隻があるそうです。

これから、お盆を迎え、帰省やお墓参り等で車を使用される方も多いと思います。
交通安全を心がけて、楽しい夏をお過ごし下さい。

主催：第11回仙台クラシックフェスティバル2016　事務局：公益財団法人 仙台市市民文化事業団

Ｑ　信号機の色は、いつから「赤」「黄」「青」になったか？
Ａ 　1923年にイギリスで、現在の意味とほぼ同じ意味の「赤」「黄」「青」が使われるようになっ

たのが始まりで、その後、世界に広まりました。

Ｑ　日本では、いつから「車は左側通行、人は右側通行」になったか？
Ａ　昭和25（1950）年頃。
　 　当時、人も車も左側通行でしたが、交通安全の目的で「人は右側通行」に変更した「対面通

行」としました。（日本と同じ「人は右、車は左」の対面通行の国は、インドやオーストラリ
ア）                                                                              　　

　 　人や車の通行に関する決まりは、明治以前にはありませんでしたが、車が登場し、道路交通
が発達したため、明治33（1900）年に人も車も左側を通行する左側通行制度が採用されたそう
です。                                                                             　　

　 　左側通行とした理由は、武士が左腰に刀を差していたため、（右側を通ると刀の鞘がぶつか
るし、左側の攻撃に対して遅れてしまうという考えから）自然と左側通行する習慣があったこ
とが大きいと言われています。

Ｑ　刑事は「デカ」といわれているのはなぜ？
Ａ 　明治時代の刑事が着ていた着物が「角そで」というもので、この「カクソデ」から「カデ」になり、

これが逆さになり「デカ」となったそうです。
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組 合 の う ご き

５月２日（月）・熊本地震被災地応急復旧作業班の出発式に藤井専務理事外出席、第２次隊（12名）と
して組合員佐静建設㈱・㈱ユーワ技研が出動

５月９日（月）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田常務理事、松岡理事出席
５月13日（金）・債権回収実務セミナーに阿部経理係長出席
５月16日（月）・人事発令
５月17日（火）・総会運営打合せ会開催
　　　　　　・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”初夏号の発刊について
　　　　　　・宮城県中小企業団体中央会平成28年度第１回理事会に渡辺理事長出席
　　　　　　・平成28年度仙台市下水道フェア第１回実行委員会に千葉常務理事出席
　　　　　　・東北建専連宮城県支部総会及び宮城県土木部事業管理課との意見交換会に千葉常務理

事出席
５月18日（水）・㈱宮城県管工事会館役員会に内海副理事長外出席
５月20日（金）・５月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③職員の採用について
　　　　　　　④熊本地震被災地に対する義援金募集について
　　　　　　　⑤平成28年度通常総会・表彰式・懇親会について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①７月度理事会並びに８月度役員会開催日程の変更について
　　　　　　・５月度臨時理事会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①定款第27条に規定する役職理事の選任及び職務（順位）について
　　　　　　　②定款第32条に規定する相談役の委嘱について
　　　　　　・平成28年度通常総会・表彰式・懇親会を開催、組合員及び来賓等130名出席
５月23日（月）・第２回厚生科学審議会生活環境水道部会「水道事業の維持・向上に関する専門委員会」

に渡辺理事長出席
５月25日（水）・宮城県職業能力開発協会平成28年度（第38回）通常総会に渡辺理事長出席
　　　　　　・（一社）宮城県建設業協会平成28年度定時総会懇親会に渡辺理事長出席
　　　　　　・仙台電気工事事業協同組合平成28年度（第63回）通常総会懇親会に内海副理事長出席
　　　　　　・（一社）東北空調衛生工事業協会第13回定時社員総会懇親会に佐竹副理事長出席
５月27日（金）・宮管連平成28年度通常総会・表彰式並びに懇親会に渡辺理事長外出席
　　　　　　・自由民主党参議院議員（全国比例区）公認候補「足立としゆき」総決起大会に組合役

職員出席
５月30日（月）・平成28年度道路内修繕等に関する打合せ会に道路内緊急修繕施工担当組合員８社出席
　　　　　　・平成28年度組合資材に関する説明会に組合配水管資材利用組合員16社出席
　　　　　　・（一社）宮城県空調衛生工事業協会平成28年定時社員総会懇親会に渡辺理事長出席

　　　　　　・東北配管工事業協同組合平成28年度（第19期）通常総会に藤井専務理事出席
　　　　　　・岩沼市水道工事業協同組合平成28年度総会懇親会に吉田常務理事、千葉参与出席
　　　　　　・（公財）給水工事技術振興財団第１回東日本大震災給水装置被害状況報告書作成委員会

に渡辺毅浩氏（中央管工業㈱代表取締役社長）出席

６月２日（木）・仙台市配水管工事業協会平成28年（第53回）通常総会懇談会に渡辺理事長外出席
６月３日（金）・平成28年度仙台市公認排水設備工事業者説明会に伊藤管理係員出席
６月６日（月）・建設業労働災害防止協会宮城県支部第51回代議員会に渡辺理事長出席
６月８日（水）・東北建設専門工事業団体連合会・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会平成28年度

総会懇親会に藤井専務理事出席
６月９日（木）・６月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③平成28年度通常総会収支決算等報告
　　　　　　　④平成27年度出資金に対する配当金の払い出しについて
　　　　　　　⑤平成27年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　　　　　　　⑥組合員の脱退について
　　　　　　　⑦退任常勤役員の退職金支給について
　　　　　　　⑧職員の退職について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　②平成27年度内脱退組合員の持分清算について
　　　　　　　③平成28年度役員報酬の配分額について
　　　　　　　④第43期（平成28・29年度）の６常設委員会正副委員長等の選任について
　　　　　　　⑤官公需適格組合委員会委員の選任について
　　　　　　　⑥㈱宮城県管工事会館代表取締役の件
　　　　　　　⑦（公財）仙台市水道サービス公社評議員及び理事の件
　　　　　　　⑧組合参与の件
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①東北配管工事業協同組合の件
　　　　　　・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に渡辺理事長出席
　　　　　　・第48回東北職業能力開発促進大会に小島工事部次長出席
６月10日（金）・仙台商工会議所全部会合同「村井宮城県知事との朝食懇談会」に吉田常務理事出席
６月11日（土）・宮管青年部連絡協議会平成28年度通常総会懇親会に渡辺理事長以下四役外出席
６月12日（日）・組合員㈱赤間総業代表取締役社長赤間勇一郎様のご尊父赤間勉様（同社取締役顧問）

の葬儀告別式に渡辺理事長外参列
６月13日（月）・宮城県建設産業団体連合会平成28年度通常総会並びに特別講演・意見交換会、合同懇

親会に渡辺理事長、吉田常務理事出席
　　　　　　・仙台設備クラブ定時総会懇談会に藤井専務理事出席
　　　　　　・仙台市技能職団体連絡協議会平成28年度優秀技能者表彰式、通常総会、優秀技能者表

彰祝賀会及び交流会に千葉参与出席
６月14日（火）・全管連第234回正副会長・部長会議に渡辺理事長出席
　　　　　　・宮城県官公需適格組合連絡協議会平成28年度理事会・通常総会・受注対策セミナー・
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懇親会に千葉参与出席
　　　　　　・「ものづくりフェスタinみやぎ2016」第１回運営委員会に白戸資材部次長出席
６月15日（水）・（公財）仙台市水道サービス公社評議員会に渡辺理事長出席
　　　　　　・第62回Tohtechサロン（東北工業大学研究技術紹介：水道工学）に藤井専務理事出席
　　　　　　・平成28年度算定基礎届事務講習会に稲井総務係員出席
６月20日（月）・６月度臨時役員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①第43期（平成28・29年度）の６常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の

選任について
　　　　　　　②退任委員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　③70周年記念旅行の検討について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　　　　　　　②全管連第56回通常総会・平成28年度全国大会（大阪大会）への参加行程等について
　　　　　　　③夏季一時金の支給について
　　　　　　・70周年記念誌第２回編集委員会開催
　　　　　　　①第１回編集委員会での決定又は継続審議事項について
　　　　　　　②今後の委員会について
　　　　　　　③その他
６月22日（水）・全管連第326回理事会に渡辺理事長出席
　　　　　　・（公財）給水工事技術振興財団第11回評議員会に渡辺理事長出席
　　　　　　・宮城県中小企業団体中央会平成28年度（第60期）通常総会・同懇親会に吉田常務理事

出席
６月23日（木）・㈱宮城県管工事会館役員会に内海副理事長外出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館第43期定時株主総会に内海副理事長、藤井専務理事外出席
６月27日（月）・（一財）みやぎ建設総合センター平成28年度第１回評議員会に渡辺理事長出席
６月28日（火）・70周年記念旅行第１回実行委員会開催
　　　　　　　①記念旅行の実施について
　　　　　　　②実施時期について
　　　　　　　③予算について
　　　　　　・平成28年度宮管安全大会開催、組合員等108名参加
６月29日（水）・厚生科学審議会生活環境水道部会第３回水道事業の維持・向上に関する専門委員会に

渡辺理事長出席
６月30日（木）・日水協東北地方支部第85回総会に藤井専務理事出席

○組合員所在地変更

　協和工業 株式会社 （No.62） 【平成28年７月１日付】
　　新　　〒981-0112　宮城県宮城郡利府町利府字新谷地脇

ＪＲ新幹線総合車両センター内（東事務所３階）

　　　　　　　ＴＥＬ０２２－２９０－７８６２・ＦＡＸ０２２－２９０－７８６３

　　旧　　〒984-0032　仙台市若林区荒井押口129

　　　　　　　ＴＥＬ０２２－２８７－３４８１・ＦＡＸ０２２－２８７－３４８３

組合員のうごき

理事（役員）会報告

－５月度役員会－  
１．日　　時　　平成28年５月20日（金）11：00 ～ 12：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・千葉常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（好）理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中野監事・中鉢監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の４月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ４月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、機関誌「みやかん」初夏号の掲載予定記事、機関誌の保管専用ファイルの作
成について協議した結果、見送ることとした旨、また組合ホームページのリニューアルが完成した旨
が報告され、一同了承した。

④職員の採用について
　藤井専務理事より、５月16日付で職員を採用したことが報告され、一同了承した。

⑤熊本地震被災地に対する義援金募集について
　藤井専務理事より、首題の件について、全管連より宮管連を通じて協力要請があったので、組合員
に対して協力を文書依頼した旨と５月18日現在の状況が報告され、一同了承した。

⑥平成28年度通常総会・表彰式・懇親会について
　吉田常務理事より、総会と表彰式及び懇親会のタイムスケジュール、各次第、出席予定者、会場レ
イアウト等が説明され、一同了承した。

※その他
①７月度理事会並びに８月度役員会開催日程の変更について
　吉田常務理事より、定例開催日の第２木曜日が、７月は全管連全国大会、８月は祝日（山の日）と
重なっているため、７月11日（月）と８月10日（水）に開催日をそれぞれ変更したい旨が説明され、一同
了承した。



− 20 − − 21 −

－６月度役員会－  

１．日　　時　　平成28年６月９日（木）15：30 ～ 17：00
２．場　　所　　東洋館
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・井上理事
　　　　　　　　　　　　　松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・千葉総務課長　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の５月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ５月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③平成28年度通常総会収支決算等報告
　吉田常務理事より、５月20日の平成28年度通常総会と懇親会の出席状況や収支決算内容等が報告さ
れ、一同了承した。

④平成27年度出資配当金の払い出しについて
　須藤総務部次長より、平成28年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく首題の配当金に
ついて、支払方法等が説明され、一同了承した。

⑤平成27年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　須藤総務部次長より、平成28年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく首題の割戻金に
ついて、支払方法等が説明され、一同了承した。

⑥組合員の脱退について
　須藤総務部次長より、組合員（１社）の自由脱退予告書について報告され、一同了承した。

⑦退任常勤役員の退職金支給について
　藤井専務理事より、任期満了で退任した常勤理事に対して、規程に基づく退職金を平成28年６月末
日に支給する旨が説明され、一同了承した。

⑧職員の退職について
　藤井専務理事より、５月16日付けで採用した職員が、自己都合により５月30日付けで退職したこと
が報告され、一同了承した。

※協議事項
①退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　藤井専務理事より、前（第42）期迄で退任することになった役員に対する感謝状と記念品について、
規程及び内規に定める贈呈基準が説明され、一同了承した。
　なお、記念品贈呈内規の適用について、今後の総務・厚生委員会において検討することとし、一同
了承した。

②平成27年度内脱退組合員の持分清算について
　須藤総務部次長より、平成27年度内脱退組合員（２社）の出資口数に応じた持分の清算について説
明され、一同了承した。

③平成28年度役員報酬の配分額決定について
　藤井専務理事より、平成28年度通常総会で承認された役員報酬の配分及び支給方法について提案さ
れ、一同了承した。

④第43期（平成28・29年度）の６常設委員会正副委員長等の選任について
　藤井専務理事より各委員会正副委員長と地区連絡会各ブロック担当理事の人事が提案され、人事案
どおり一同了承した。

⑤官公需適格組合委員会委員選任について
　吉田常務理事より、首題の構成案が諮られ、原案どおり一同了承した。

⑥㈱宮城県管工事会館代表取締役の件
　渡辺理事長より、６月23日に開催される首題会館の定時株主総会において現取締役が任期満了とな
ること、宮管組合は会館の株式の７割以上を有し、役員人事にも一定の権限があること等が説明され
た上で取締役の人事（案）が示され、一同了承した。
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⑦（公財）仙台市水道サービス公社評議員及び理事の件
　藤井専務理事より、６月15日に開催される首題公社評議員会で選任される役員について、宮管組合
からは評議員に渡辺理事長、理事に内海副理事長と藤井専務理事が就任予定である旨が説明され、一
同了承した。

⑧組合参与の件
　藤井専務理事より、役員を退任した千葉文雄氏について、今後は非常勤の参与として協力願いたい
旨が説明され、一同了承した。

※その他
①東北配管工事業協同組合の件
　藤井専務理事より、過日、宮管組合が賛助会員として加入した首題組合の総会が開催されたこと等
が報告された。

－６月度臨時役員会－  

１．日　　時　　平成28年６月20日（月）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事・
　　　　　　　　　　　　　井上理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
      　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※協議事項
①第43期（平成28・29年度）の６常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の選任について
　藤井専務理事より、今（第43）期委嘱する各委員会の委員と同地区連絡会各ブロック正副代表幹事
等について報告され、一同了承した。
　なお、吉田常務理事より、今期の総務・厚生、資材、企画の各委員会に諮問する検討事項が説明さ
れ、一同了承した。

②退任委員等に対する感謝状と記念品の贈呈について
　藤井専務理事より、前（第42）期迄で退任することとなった委員等に対する感謝状と記念品につい
て、規程及び内規に定める贈呈基準が説明され、一同了承した。

③70周年記念旅行の検討について
　吉田常務理事より、平成27年７月度理事会で承認された70周年記念旅行実行委員会において、企画
の具体的な検討を開始頂きたい旨が提案され、来る６月28日（火）午前11時から第１回委員会を開催す
ることとし一同了承した。

※その他
①役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　須藤総務部次長より、見出しの保険について内容等が説明され、継続加入することで一同了承した。

②全管連第56回通常総会・平成28年度全国大会（大阪大会）への参加行程等について
　吉田常務理事より、来る７月13日に開催される首題総会・大会へ参加する役職員とその参加行程等
について説明され、一同了承した。

③夏季一時金の支給について
　藤井専務理事より、今春の労使協定に基づく夏季一時金の支給について報告され、一同了承した。

④その他
　建産連から案内があった講演会について、組合役員だけでなく、水工会と設備クラブにも参加協力
を要請すること等が説明された。

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品

ヨツギ株式会社は
環境マネジメントシステムの
国際規格であるISO14001の
認証を取得しています。
●ISO14001認証取得
　認証取得日：2004年8月12日
　認証No．  ：E897

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3 丁目 9－2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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健康だより
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国税だより
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「夏
な つ

の虫
む し

氷
こおり

を笑
わ ら

う」
　（夏の虫は冬の氷を知らないので、氷を笑い者にするという意から）見聞が狭い者がいばった
態度をとることをいう。「夏の虫氷を知らず」ともいう。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　玉　簾（　　　　　）
２　孔雀草（　　　　　）
３　鶏　頭（　　　　　）
４　鳳仙花（　　　　　）
５　浜木綿（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　立派なキカクだが実行次第で決まる。　　　　　　　　（　　　　　）
２　キカクの寸法にあわせて製作する。　　　　　　　　　（　　　　　）
３　尊い一票なので、キケンしないで下さい。　　　　　　（　　　　　）
４　キケンな場所なので、遊泳禁止になっている。　　　　（　　　　　）
５　キケンとは高貴で名高い評判があるこという。　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　（　　）腹　絶　倒　　　　　　　　　２　不　言　実（　　）

※解答は29頁です。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕

柿
か き

崎
ざ き

橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　柿崎橋は、仙台市青葉区芋沢と青葉区上愛子を結ぶ橋です。この橋は、長さ46.9メートル、幅員4.3
メートルで、昭和44（1969）年に完成しました。その後、平成24（2012）年12月に補修され、現在の
姿になりました。
　この橋はかつて「大槻橋」と呼ばれていました。それは、橋の近くに大槻安宏という人が住んでい
たことに由来します。
　大槻安宏氏は幕末の仙台藩士で、戊辰戦争では福島県で検死役として働き、後に大沢村戸長・村長
を経て、宮城県議会議員を務めました。戊辰戦争から戻ってから、養鶏や稲作などの産業振興に努め、
産業振興のために交通路の確保が必要と、大沢村と広瀬村（当時は、広瀬村の方が交通が発達してい
た）との橋を自費で架けたそうです。木製の橋だったため、流失と再建を繰り返しました。
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編集歳時記
（2016年盛夏号№468）

＊過日、仙台商工会議所主催の『村井宮城県知事との朝食懇談会』に出席する機会があった。そこで

知事は、“震災から５年　創造的復興の着実な推進”と題した一連の講演の中で、仙台空港の民営化

について「空港事業は必ず儲かる。県の天下りが空港ビルを経営しても黒字なんだから・・・。」と

得意のユーモアを交えて熱弁を奮った。

  仙台空港は、平成28年７月１日に国管理の空港としては初めて完全民間運営となり、早速アシアナ

航空がソウル線を週７往復のデイリー運航へ増便、タイガーエア台湾は初の国際線ＬＣＣ定期便で台

北線の運航を開始、平成29年夏にはピーチ・アビエーションが仙台空港を拠点にすることが発表され

ている。

　今後は更なる路線の拡大、増便、サービスの向上等、合理的で機能的な空港として発展することが

期待されており、現在年間300万人の旅客数も、東北のゲートウェイとして近い将来400万人へ、その

先には500万人の実現を目指すとのこと。

　５年前、津波によって壊滅的な被害を受け、完全に機能を喪失した東北の空の玄関が見事にバージョ

ンアップして甦った。

＊ＮＨＫで『真田丸』が放映されている。脚本は奇才三谷幸喜。史実とは別にかなり脚色されている

らしいが、ドラマだからそれはそれでいい。初めの数回にはデフォルメされた（と思われる）織田信

長が登場していた。

　この信長の一代記を纏めた本が『信
し ん ち ょ う き

長（公）記』という歴史書であり、著者は信長の旧臣太田牛一。

太田は信長の側近として仕えた15年間の出来事を、私情や創作を交えず、年月日を記してメモに残し

ていたという。こちらは三谷脚本と違い、「愚にして直」と評されるくらい事実の記録に徹し、故に

歴史資料として信頼性が高いと評価されている。本能寺で信長が最後に言ったとされる「是非に及ば

ず」はこの本によって後世に伝えられた。

  本誌“みやかん”は、昭和40年８月に『組合ニュース』として創刊以来半世紀の間、記録と情報の

伝達を中心とした広報誌として刊行を続け、本号で通巻468号を数える。

  当組合は来年４月18日に迎える創立70周年を機に記念誌を発刊すべく、現在、資料整理に着手して

いるが、『五十年史』を発刊（平成10年３月）して以降の20年間分を編纂するのに“みやかん”は必

要不可欠な記録、言わば“太田メモ”の役割も成す。

平成28年７月

吉田　秀之

諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．たますだれ　　２．くじゃくそう　　３．けいとう　　４．ほうせんか

　　　５．はまゆう

二．　１．企画　　２．規格　　３．棄権　　４．危険　　５．貴顕

三．　抱腹絶倒（ほうふくぜっとう）

　　　　腹を抱えて笑うこと。例：おどけた仕草に抱腹絶倒した。

　　　不言実行（ふげんじっこう）

　　　　あれこれと言わないで実行すること。例：不言実行が彼の信念である。



− 32 −

宮城県管工業協同組合　第43期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
副委員長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　阿　部　祐　光　（宮 春 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　遠　藤　義　郎　（㈱ 丸 浩 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）

専務理事　藤　井　秀　男

常務理事　吉　田　秀　之

編集・発行


